
鵜
　

一

論

叢

一
勢
㌫

耐
會
改
造
哲
學
及
び
連
帯
思
想

　

万

牲
力
致
の
肚
會
論
者
に
就
て

暫

級
に
就
い
て

.

皿
基
督
教
交
明

の
獲
展
概
論

…

時

論

　
地

租

論

・

小
作

調
停
法
案

に
就

て

…説

苑

蕾
岡

山
藩

の
肚
愈
法

に
就

て

・

雑

録

米

国
研
究

の
必
要

性

別
年
齢
別

失
業
統
計

ア
ダ

ム

・
ス
ミ
ス
生
誕

二
百
年

文
學
博
士

渋
墨
博
士

文
學
博
士

渋
墨
博
士

法
學
博
士

絵
革
博
士

経
済
學
士

法

學

士

経
濟
學
士

渋

墨

土

米

田
庄

太

郎

}

田

島

錦

治

.

高

田

保

馬

…

財

部

静

治

㎜

小
川
郷
太
五

河

田

嗣

郎

.

黒

正

巌

.

本

庄

榮
治

郎

岡

崎

文

規

本

庄

榮

治

郎

一 配.一円■一一.一一一 一.ゴ■ワー..一r、.　 ㎜一

r

蔵…

…

…

」



、

"

雑

藻

性
別
隼
齢
別
失
業
統
計

性
別
年
齢
別
失
業
統
計

♂

岡

崎

交

規

最

近

、

弼

]≦
〇
二
〇
団

が

翻
n
o
コ
o
ヨ
冒

甘

霞
目
巴

(
U
。
1

∩
0
2
『
o
び

-鴇

)

誌

よ

に

於

て

、

司
冨

ぎ

n
達
窪

∩
o

o
h

d
・
。
ξ

[。
看

。
コ
[
耳

〉
冊

p
・二

し,
。
×

な

る

論

題

で

、

失
業
の
性
別
年
齢
別
に
よ
る
精
細
な
る
統
計
的
研
究
を

獲
表
し
て
み
る
。
從
來
、
失
業
の
年
齢
別
に
よ
る
科
學

ゆ

的
研
究
は
絶
え
て
な
く
、
不
景
氣
㎝が
長
引
く
ピ
失
業

の

災
耐
は
先
つ
年
少
者

ご
老
年
者
の
頭
上
に
降
b

か
、
っ

て
乗
る
だ
ら
う
ざ
云
ふ
、極
め
て
常
識
的

な
推
断
で
満
足

し
て
来
た
の
セ
あ
る
。
殊

に
失
業
の
性
別
研
究
な
ご
は

殆
ん
ご
全
く
考

へ
ら
れ
も
し
な
か

つ
π
の
で
あ
る
。
私

第

一
蓑

母

齢

・
・
{羅

・
・
轟

・
・
轟

第
†
六
番

(第
三
號

「
.五
二
)

五
七
六

-
は
此

の
方
面

の
寂
寞

を
破

る
に
足

る
べ
き

冒
。
腎図。団

の

.

本

研
究

を
非

常

に
興
味

深
く
讀

ん
だ

か
ら
、
そ

の
概
要

を
左

に
紹
介

す

る
ど

ε
ご
す

る
。

そ
れ
は
千
九
百
二
十

二
年

二
月
、
O
冠
響

劇
三
巴
口
及

び

し。
。二
昏
。「p
同「巴
p
昌
∩[
の
職

業
紹

介
所

に
於
て
、
失

業

補
助
金
を
要

求
せ

る
失
業
者

を
年
齢

、
性
及

び
配
偶

關

係

別

に
分
類

し

π
も

の
で
あ
る
。
少

年

少
女

は
除
外

し

・之
を
十
八
歳

以
上

の
者

に
限

り
、
男

子
は

】
、三

八
九

、

⊥
ハ
七
三
、
女
子
は

二
九

二
、
二
六
三

、
合
計

一
、
六

八

「
、

九
三
六

の
内
、
分
類

が
不
可
能

で
あ
る
四
六
、
九

四
二
を

除

表
し
、結

局

　
、六

三
四
、
九
九

四
即

ち
総

数

の
九
七

・

二
%

が
そ
の
研
究
材

料

で
あ

る
。

左

の
第

一
表
は
性

別
年

齢
別
失
業
統

計
で
あ

る
。

性

別
年

齢

別
失

業
統

計

(千

二

百

二
十

二
年

二
刀

七
日
)

十
八
I
-

一7r
I

二
「
五
一

三
十
r

三
十
五
一

四
十
一

四
†
五
一

五
十
一

十
九

二
†
圏

二
†
九

三
†
四

三
窄
九

四
十
四

四
十
九

五
十
圏

発

蔵

己

二
興

、鷲

O

天
九
、
可一茜

西
(
、穴
孟

夏
く
、ユ
三

三
三
-耳晃

一
拓
、七
…
一
「へ

一〇
.「
八
六
七

七
・圏

ズ

垂

西

・0

=
・P

力
孟

力
・
一

八
先
.

七
去

四
八
、六
口
出

金

、莞
一

四
ゼ
、㎞兄
山

一先
、〈
晃

二里
、
【窓

昭
、
杏

一
四
、「西
`

九
、二
杢

一六
.湘

]一∵
(

一六
直

一〇
西

(
・
一

六
・】【

五
凸

=…・
島

西
螺
-空

耳
壺

「
0
舌

」三
六
、
六栄

一某

、盟

幽

一三

、
四
.一〇

一四
一
、O
冗

一蓋

、九
八
二

=
二
、
三
力

■
湘
.0

き

・=

一
四
・五

6

・九

地
点

(
・六

(
三

六
ゐ

手書護 亦羅
四 六 一 王〔 一 一1

山ハ十

一

山ハ†
一五
-

六
+
圏
.

六
+
苑

内
0
、六
五
二

三
湘
£

三

四
,
薫

三
・
0

モ

発

八

一
、
茜

ゼ

【
三

?

大

雪
四
、
一
直
〇

四
一
、
巴
六
八

ロ「ゐ

}「
・
E

七
†
以
上

合

計

七
バ
美

O
.
胃

一
死

0
・
O

(
δ

蓋
0
・
ヨ

て
胃酉
八
δ
薯

一8

・〕

一天
寒

九
石

一
8

・∪

一
乗
茜

、究

四

ざ

0
占

魯 、
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別
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第
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號

一
五
三
)

五
七
七
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11
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甲⊥
.
1晶八
十
九

⊥
八五

+
五

-
五
+
九

五

†
-
五
+
四

四

十
五
1
.四
十
九

四

†
-
四
+
四

老夫

†
⊥
ハ+
四

子勇者

三
+
五

-
三
+
九

紫失

三

、+
1

三
十
四
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二
十
五
一
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十
九
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†
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二
+
四
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叩
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…

↑

八
F
+
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置・

難

「錬

性
別
年
齢
別
失
業
統
計

第

一
表

に
就

い
て
見

る
ご
、
失
業
免
除
は
男
女
共
.

各
年
齢

訟
に
鷹
じ
て
異
動
が
あ
る
。
ま
た
同
年
齢
級
に

於
て
も
男
女

の
間
に
大
な
る
.不
同
が
あ
る
。
即
ち
最
初

の
三
年
齢
級
二
十
九
歳
迄
は
女
子
の
失
業
危
険
常
に
男

子
の
そ
れ
を
超
え
、
そ
れ
以
上

の
年
齢
級
に
於
て
は
全

く
反
動
の
傾
向
を
示
し
て
み
る
。
女
子
の
失
業
危
険
は

着
き
年
齢
級

に
於
て
非
常
に
　周
く
、
老
年
齢
級
に
於
て

激
減
し
て
み
る
が
、
男
子
の
失
業
危
険
は
各
年
齢
級
に

竿
均
せ
ら
れ
て
み
る
か
ら
、
比
較
的
に
高
低
が
甚
し
く

な
い
。

第
十
大
巻

(第
三
號

一
五
四
)

五
七
八

第

一
圖
表
は
こ
れ
等
の
現
象
を
明
示
し
て
み
る
。

、取
る
在
-齢
}に
於
け
る
蟹
隈
…の
失
心莱
牽
を
知
る
爲
め
に

は
、
其
の
年
齢

に
於
け
る
失
業
者
敬

ご
勢
働
人
口

(
就

業
者
及
び
失
.業
者
の
合
計
)
.の
総
撒

ε
の
比
率
を
見
る

必
要
が
あ
る
。
千
九
百
二
十

一
年
の
英
国

々
勢
調
査
報

告
書
に
は
年
齢
別
勢
働
人
口
統
計
が
な

い
の
で
あ
る
。

乍
併
、
勢
働
人
口
の
年
齢
分
布
は
千
九
百
十

　
年

ε
千

九
百
二
十

一
年
ε
余
り
大
差
が
な
か
ら
う
だ
育
ふ
假
定

に
基

い
て
、
左
の
第
二
表
失
業

分
布
及
び
勢
働
人
口
分

布
統
計
を
作
成
し
忙
の
で
あ
る
。

{詔 旧ヒ.

第

二
衷

失
業
分
布
(千
九
百
二
十

二
年
二
月
)
及

び
舞
働
人
口
分
布
(千
九
百
十

一
隼
}

至

轍臥人昆
綱

濫

数

比

率

濁

身

男
一勢

働
人
口
比
率

倉

計
脈

翰

雰
働
白

鬚

+
九
以
下

二
、
孤
塁

艮一

碧

δ
臭一杏一董

究

⊇

O
苺　二

二

†
1

二

十
四

児

8

=宅

.

実

兄
六
、廿
力
〇

三
一冠

三
目

一酉
穴
、五
2一(三

一囲

二
十

五
.1

三
+
四

・

一書

、二七
四

具

二

H【〈
洩

西
モ
竺
五

二
三
虹

二
三

冒三
七
£
究

二
垂一呑

三
+

五
1

四

+
四

天
王
、五
〇
五

一.瑠
　.〇
六

突

、O醤=
二

δ
ゼ

孟

一、天

ユ
一念邑

(

四

+
五
.i

五

+
四

一六
七
、六
登

二
=
六

三

置

・

E
聞
方

六
　[

カ
O

苫

二
一三
、
六
〇
五

雲】天

五

+

五

-

六

+

四

己
七
£

茜一興=
六

茜

、「
力豊里

西
二
、柔

エ
δ
五空

六

十

五

以

上

奨

、　[丑
.一

男四
〇

=
、
四茜晃圭

睾

、八
嘉歪　

〈

合

計

歯

一
著
一三

一
δ
O
O

一δ
O
ロ

杏

六
、蓋
五

一
、8

ロ
.

一
δ
0
ロ

一、茜

(
δ
薯

一δ
8

一
δ
呂

唱



,

・
麦

轍
働
人
足
織

…

　
働
人。輸

・

、計
繭
処

琵
輔

・　

　
　

糊
一
、
突

】　
一
七三

四
穴
、
六
一=

」
一
茜

一
三

間
八
、
{δ
三

.

喜=
四

面
ゼ
£
一三

呑七
四

萎

　圏
一六
六

豊

楽

」
会話全「三

く

盒

、温
元

晃

(

二
四
.一

曇
-二
δ

三
〇

一
夏一

六
(

三
畳
巴

二

配凱

正」

一ビ 訂ム
ニ蜜 四 目7」

七 三
置け 廿

里 茎 重i旨 雲

第
二
表
に
就

い
て
見
る
ご
、
同
年
齢
級
に
於
て
も
、

失
業
率
は
男
女
の
性
を
異
に
す

る
に
從

っ
て
差
異
が
あ

る
。
年
齢
紋
別
に
よ
る
失
業
者
の
比
準
で」
勢
働
入
口
の

比
率
を
比
較
す

る
に
、
女
子
に
め
b
て
は
、
最
初
の
二

年
齢
級
に
於
て
、
失
業
者
の
比
率
は
勢
働
入
口
の
比
率

を
超
過

し
て
み
る
。
第
三
年
齢
級
に
於
て
も
多
少
超
過

し
、
そ
れ
以
上
の
年
齢
級
に
於
て
は
全
く
反
鋤
の
現
象

を
示
し
て
み
る
。
男
子
に
み
り
て
も
、
最
初

の
二
年
齢

級
に
於
て
高
く
、
二
十
五
-

四
十
四
は
低
く
、
次
の

二
年
齢
級
は
斎

く
、
最
後

に
叉

低

い
。

難

錐
.

性
別
年
搬
別
失
業
統
計

二
九
、
三
.天

一一三重

=

、豊

湘
交=

三

.

四〇
、八
巻西

=
一杢

一死
≒

野
弾

一莞≡

天

、
一
…
一
「七

蓋

五

「三
八

虹
、
　
莞　三六

n

二
　…
、
匿

穴
く
二

二
六

一
一閣六
二

=
璽西

八

百
一合六

一

一垂

一
「、
三
五
三

西一㎜六

.

力
、』
　言置究

一五
一
ε
空
　

.益金

一
、
三
四
二

三

.

八
　

'

四
酋

二一〇

=
七
六六六茜

四
二
、五
全
[

古宅

=
六
、七
[豆

.

　
δ
8

一δ
0
0

一ゼ
ロ
、
一窒

一δ
8

一δ
0
0

二
会

£

雇

一、
8
0

一δ

8

=
六
三四
、
九
九四

〔
δ
8

N
8

0

第

二
表

か
ら
失

業
率

の
偏
差
を
算

出
し
陀

も
の
が
左

の
第

三
表
で

あ
る
。

第
一昌表

失
業
墾
丁の
偏
差

鬼
.

男女

十

十

十

近
フ㎏

亜

大

.呂

陽町

十 以十
三 下九

+ _訂
ソ」

.†'一1一
四 五蒐

1

四=:.十 †

四 五E
ヨ}

罫 四一
1「.一1一十
四 五

七置1

五
†
五
-

六
や
五

大
+
四

以
.上

西

三

+

一

美

二八

　

一

策

三
炭

に
よ
れ
ば

、
失
業

牽
は
若

き
年
齢

級

に
於

ザ、

高
く
、
女
子

の
場
合

に
殊

に
著

し
く
現
は
れ

て
る
る
。

第
+
六
巻

(第
三
號

一五
五
)

五
七
九

㌧

. 一一.一.
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雑

録

性
別
年
齢
別
失
業
統
計

第

議1
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巻

〔第

三
號

一
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山
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工
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り001
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＼
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劃
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六
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五
以
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ー
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五

十

五

-
六

十
四

一

四
十
五
r
五
十
四

三
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五
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四
十
四

二
十
五
一
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四
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ト
ニ
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/

咀

配
偶
状
態

に
よ
る
失
業
傘
を
見
る
ε
、
有
配
偶
者
は

「

…
若
き
年
齢
級

に
於
て
失
業
率
が
高

い
。
即
ち
有
婦
の
夫

の
場
倉

は
・
二
+
一

二
+
四
の
年
齢
級
に
於
け
型

　
失
業
率
(六
七
)は
勢
働
人
口
の
比
率
(三
六
)
の
約
二
倍
…

・
あ
・
。
臭

の
婦
の
場
合
に

、
犀

駿

の
失
圭

率

(
一
六
六

)
は
勢
働

入

口
の
比

率

(五

二
)
の
三
倍

以

上

一

に
達

し
て
み

る
。
濁

身
者

の
場

合

に
は
、

こ
れ
等

の

關
　

係

が
有

配
磐

の
場
A
.
ほ
こ、
著

し
一
は
な

い
。

叉
、

之

一

を
性

別

の
み
よ
り
見

る
時

は
、
男
子

の
失
業

率
は
女

子
.

の
失
業

率

よ
り
も
高

い
。
即
ち
左

の
如

し
。

男

子

女

子

合

計

被

保

険

者

豊
・㍉%

」
一　大
入
%

一8
る

補
助
金
要
求
者

含
煮
%

喜
・流%
.

一8
占
一
.

右

の
第

二
圖
表
は
性

別
年
齢

別

に
よ

る
失
業

分
布
及
.

び
勢
働

人

口
分
布
を
示
す

も
の

で
あ
る
。
陰
影

の
あ

る

部
分
は
失
.業
卒

の
勢
働
人

口
の
北
牽

に
謝
す

る
プ
ラ

ス

の
偏

差
を

明
ら
か
に
し

た
も

の
で

あ
る
。

　「

以
上
論
ず
る
所
を
要
約
す
れ
ば
、

一
・
失
業
危
険
は
年
駿

を
異

に
す

る
に
從

っ
て
塁
二

動

が
あ

る
・
.

門

…

二
、

同
年
齢
級

に
於

て
も
、
男

女

の
性
を
異

に
す

る
…

雑

録

購

露

裂

義

計
皿

に
從

っ
て
、
失
業
危
険
に
異
動
が
め
る
。

三
、
男
子
に
於
け
る
失
業
の
最
高
危
険
率
は
最
若
年

齢
級
、
最
高
年
齢
級
に
於
て
で
は
な
く
、
二
十
五
六
歳

に
於

て
之
を
見

る
。
.

四
、
女
子
に
於
け
る
失
業
の
最
高
危
険
率
は
二
十
-

二
十

に
於
て
之
を
見
る
。

五
、
塑
年
齢
を
通
じ
て
之
を
観
察
す
る
時
は
、
女
子

よ
り
も
男
子
に
於

て
失
.業
牽
高
し
。

,

…

彗

雪

、
,
.⊃
、
く
'
与
●
く
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